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【公開番号】特開2018-198896(P2018-198896A)
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　可変表示に関連する特定表示を表示可能な特定表示手段と、
　発光手段と、を備え、
　特定表示は、前記有利状態に制御される期待度に応じて複数段階のうちのいずれかの段
階により表示され、
　前記発光手段は、特定演出に関連して発光するときと、特定表示に関連して発光すると
きとがあり、
　特定演出の実行中において、特定表示の段階が所定段階以上である場合には該特定表示
に関連させて前記発光手段の発光制御を行い、特定表示の段階が該所定段階未満である場
合には該特定演出に関連させて前記発光手段の発光制御を行い、
　前記特定表示手段は、特定表示として保留表示を表示可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　可変表示に関連する特定表示を表示可能な特定表示手段と、
　発光手段と、を備え、
　特定表示は、前記有利状態に制御される期待度が異なる複数の表示態様のうちのいずれ
かの表示態様により表示され、
　前記発光手段は、特定演出に関連して発光するときと、特定表示に関連して発光すると
きとがあり、
　特定演出の実行中において、特定表示の表示態様による期待度が所定期待度以上である
場合には該特定表示に関連させて前記発光手段の発光制御を行い、特定表示の表示態様に
よる期待度が該所定期待度未満である場合には該特定演出に関連させて前記発光手段の発
光制御を行い、
　前記特定表示手段は、特定表示として保留表示を表示可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（１）本発明による遊技機は、可変表示（例えば、特別図柄や演出図柄の変動表示）を
行い、遊技者にとって有利な有利状態（例えば、大当り状態）に制御可能な遊技機であっ
て、可変表示に関連する特定表示（例えば、保留表示やアクティブ表示）を表示可能な特
定表示手段と、発光手段（例えば、ランプ２００やランプ２００のうちの特別ランプ（発
光部材２００ｄ））と、を備え、特定表示は、有利状態に制御される期待度に応じて複数
段階（例えば、通常保留＜青色保留＜赤色保留という段階）のうちのいずれかの段階によ
り表示され、発光手段は、特定演出（例えば、ＢＧＭ演出など）に関連して発光するとき
と、特定表示に関連して発光するときとがあり、特定演出の実行中において、特定表示の
段階が所定段階以上である場合（例えば、通常保留＜青色保留＜赤色保留という段階のう
ち、赤色保留という段階である場合）には該特定表示に関連させて発光手段の発光制御を
行い、特定表示の段階が該所定段階未満である場合には該特定演出に関連させて発光手段
の発光制御を行い（例えば、図４３の第１制御順序に示されるように、保留予告演出が実
行された場合でも、赤色保留未満である場合（例えば青色保留や特殊保留である場合）に
は、ＢＧＭ演出が優先される）、特定表示手段は、特定表示として保留表示を表示可能で
あることを特徴とする。
　そのような構成によれば、特定表示の段階が所定段階未満である場合には特定演出に関
連させて発光手段の発光制御が行われるため、すなわち中断されないため、遊技興趣の低
下を防止することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（２）本発明による遊技機は、可変表示（例えば、特別図柄や演出図柄の変動表示）を行
い、遊技者にとって有利な有利状態（例えば、大当り状態）に制御可能な遊技機であって
、可変表示に関連する特定表示（例えば、保留表示やアクティブ表示）を表示可能な特定
表示手段と、発光手段（例えば、ランプ２００やランプ２００のうちの特別ランプ（発光
部材２００ｄ））と、を備え、特定表示は、有利状態に制御される期待度が異なる複数の
表示態様（例えば、図５８（１）に示す、通常保留＜青色保留＜キャラクタＢ保留＜キャ
ラクタＡ保留＜赤色保留の表示態様）のうちのいずれかの表示態様により表示され、発光
手段は、特定演出に関連して発光するときと、特定表示に関連して発光するときとがあり
、特定演出の実行中において、特定表示の表示態様による期待度が所定期待度以上である
場合には該特定表示に関連させて発光手段の発光制御を行い、特定表示の表示態様による
期待度が該所定期待度未満である場合には該特定演出に関連させて発光手段の発光制御を
行い（例えば、図５８（２）の第１制御順序に示されるように、保留予告演出が実行され
た場合でも、保留表示の表示態様による期待度がキャラクタＡのときの期待度未満のであ
る場合（例えば、キャラクタＢ保留や青色保留の場合）には、ＢＧＭ演出が優先される）
、特定表示手段は、特定表示として保留表示を表示可能であることを特徴とする。
　そのような構成によれば、特定表示の表示態様による期待度が所定期待度未満である場
合には特定演出に関連させて発光手段の発光制御が行われるため、すなわち中断されない
ため、遊技興趣の低下を防止することができる。
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